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この記念誌は、voc（揮発性有機化合物成分）ゼロの100%
大豆油と、古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

さ  ざ ん  か �

表紙の上の写真は昭和１７年（１９４２）７月、
村立小長井国民学校初等科６年男子

表紙の下の写真は平成１６年（２００４）１０月、
小長井小学校６年のみなさん

背は６mm決定小長井記念誌 CMYK 稲 〃 山本

【町章】

町章は小長井を図案化したもので、頂点の「▲」は、小長
井の地形を表し、これを中心として「長井」が、がっちりと
組み合って一体融和を表現しています。

【町の花】

寒季に咲くこの可憐な花は、古くより人々の心をとらえてき
ました。私たちの祖先が親しんできたこの花が本町では
山茶花の地名にもなり、岳の新太郎さんの歌にも唄われ、
本町住民に最もなじみ深い花になっています。

【町の木】

モクレン科の常緑高木で、春先にやや紫色を帯びた白
色の花をつけ、芳香を放つ古今伝授三木のひとつ。「小
長井のオガタマノキ」は、樹齢１，０００年以上、樹周９�の
全国屈指の大木で国の天然記念物に指定されており、
本町を代表する木として親しまれています。
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発
刊
に
あ
た
っ
て

小
長
井
町
は
、
長
崎
県
と
佐
賀
県
の
県
境
に
位
置
す
る

風
光
明
媚
な
町
で
す
。
前
は
不
知
火
燃
ゆ
る
有
明
海
を
経

て
秀
峰
雲
仙
岳
を
望
み
、
背
後
に
は
霊
峰
多
良
山
系
連
山

が
そ
び
え
、
温
暖
な
気
候
と
南
斜
面
の
肥
沃
な
土
地
条
件

に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
に
は
幾
多
の
遺
跡
が
存
在
し
、
古
代
か
ら
人
が

住
み
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
遷
の
中
、
先
人
た
ち
は
不
断
の
努
力
と
情
熱

を
注
ぎ
、
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
こ
の
地
に
尊
い

血
や
汗
を
染
み
こ
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

明
治
２２
年
４
月
、
町
村
制
施
行
に
よ
り
誕
生
し
た
小
長

井
村
は
、
７７
年
間
の
長
い
年
月
の
中
で
戦
前
戦
後
の
激
動

の
世
相
を
歩
み
続
け
、
昭
和
４１
年
１１
月
、
町
制
施
行
に
よ

り
小
長
井
町
に
姿
を
変
え
、
そ
の
後
３９
年
間
の
歳
月
を
か

け
発
展
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
１７
年
３
月
、
時
代
の
要
請
と
更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
、
小
長
井
は
１
１
６
年
の
歴
史
を
礎
に
、
県

央
都
市
諫
早
市
と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
小
長
井
町
最
後
の
町
長
と
し
て
、
そ
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
歴
史
的
な
瞬
間
に
立
ち
合
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
議
会
や
関
係

各
位
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
合
併
が
、
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
、
高

度
情
報
化
、
安
定
的
行
財
政
基
盤
の
確
立
等
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
対
応
し
た
理
想
的
な
自
治
体
を
創
り
、
更
に
豊

か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
し
て
、
小
長
井
町
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
二
月
一
日

小
長
井
町
長

山
下

勝
紀
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◎小長井町の沿革

小長井町はもともと諫早藩の所領で、遠竹村、井崎村、小川原

浦村、田原村、長里村の５か村に分かれていました。明治１２年、

小川原浦村、長里村、井崎村の３か村となり、明治２２年の町村制

施行により３か村が合併し、その頭文字をとって小長井村が誕生。

昭和４１年１１月１日町制を施行し小長井町に。平成１７年３月、県央

地区１市５町の合併により新「諫早市」が誕生し、小長井は１１６

年の歴史に幕を降ろします。

◎位 置

●東 経／１３０°７′２９″～１３０°１２′４″

●北 緯／３２°５４′１０″～３２°５７′１６″

●東 西／約６� 南北／約７．５�
●総面積／３０．９３�
小長井町は長崎県北高来郡の北東部に位置し、西側は高来町に、

東側は佐賀県藤津郡太良町に隣接し、南側は有明海に面しています。

◎地 勢

西北に多良連山を抱き、南の有明海へ扇状に展開している小長

井町は、東西６�、南北７．５�、海岸線を底辺とする二等辺三角
形をなしています。土地は西北に高く、次第に東南に傾き、長里

川など主要河川が渓谷をなして有明海に注ぎ、その河川を中心に

水田を形成。多良岳よりスロープを描く丘陵地帯には畑地が展開

しています。海岸線に沿って JR長崎本線が走り、これに並行し

て国道２０７号が通じ、交通の便は比較的恵まれており、集落は各

河川の沿岸や国道近くから発展。ほとんどは各地域に散在し、整

備された道路で連絡しています。

◎地 質

地質は火成岩で、新世紀の頃、阿蘇火山脈に属する多良岳の活

動によって生じた安山岩層の新火成岩。面積３０．９３�のうち長里、
築切などの干拓地を除くと平地には恵まれていません。
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明
治
二
十
二
年
の
三
村
合
併
に
よ
り�

「
小
長
井
」
が
誕
生
し
て
百
十
六
年
。�

そ
し
て
、村
制
か
ら
町
制
へ
。�

そ
の
変
動
の
あ
ゆ
み
を
、�

時
系
列
に
沿
っ
て
、産
業
・
文
化
・
伝
統�

観
光
・
福
祉
・
教
育
・
交
通
・
生
活
・
行
政
な
ど
、�

小
長
井
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。�

歩�小長井の 　み�

小
長
井
閉
町
記
念
誌
◎
特
集
ペ
ー
ジ�
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昭和１７年（１９４２）７月、村立小長井国民学校初等科六年男子�
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小
長
井
村
の
発
足

遠
竹
村
・
井
崎
村
・
小
川
原
浦
村
・
田
原
村
・
長
里
村
の
５
ヶ

村
が
、
明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
以
降
、
明
治
１２
年
に
遠
竹
村
と

井
崎
村
が
合
併
し
井
崎
村
に
、
小
川
原
浦
村
と
田
原
村
が
合
併

し
て
小
川
原
浦
村
と
な
り
３
村
に
な
っ
た
。

明
治
２２
年
、
町
村
制
が
実
施
さ
れ
３
村
の
頭
文
字
を
取
り
小
長

井
村
が
誕
生
し
た
。

【
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
】（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

Ｊ
Ｒ
長
里
駅
か
ら
長
里
川
に

沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
２
・

５
�
。
川
内
の
集
落
を
通
り
す
ぎ

て
坂
を
上
っ
た
所
に
、
道
路
に
か

ぶ
さ
る
よ
う
に
大
き
く
枝
を
広
げ

た
一
本
の
巨
木
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

昭
和
２６
年
に
国
の
指
定
を
う
け
た

天
然
記
念
物
で
、
町
制
２０
周
年
を

記
念
し
て
小
長
井
町
の
木
に
制
定

さ
れ
た
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
で
あ
る
。

オ
ガ
タ
マ
は
、
招
霊
（
お
ぎ
た

ま
）
が
転
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、

神
前
に
供
え
て
神
を
招
く
と
い
う

の
で
、
神
社
な
ど
に
よ
く
植
栽
さ

れ
て
い
る
。

花
は
２
月
下
旬
〜
３
月
初
め
ま

で
が
見
頃
で
秋
に
は
ご
つ
ご
つ
し

た
形
の
殻
を
も
っ
た
果
が
熟
し
、

裂
け
た
部
分
か
ら
赤
い
種
子
が
の

ぞ
い
て
く
る
。
こ
の
頃
こ
れ
を
振

る
と
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
音
が
す
る

の
で
、
神
楽
の
舞
い
に
使
わ
れ
る

鈴
の
源
は
、
こ
の
実
で
は
な
い
か

と
い
う
説
も
あ
る
。

樹
高
２０
�
、
幹
の
周
り
が
９
・

１
�
、
樹
齢
１
０
０
０
年
以
上
で
、

「
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
と
し
て
は
日
本

一
の
巨
樹
で
、
も
ち
ろ
ん
自
生
と

思
わ
れ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

１
８
８
９
年

■
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

１
８
９
０
年

■
府
県
制
郡
制
公
布

■
第
１
回
衆
議
院
議
員
選
挙
、
県

下
６
区
で
定
数
７
人

１
８
９
４
年

■
日
清
戦
争
は
じ
ま
る

１
８
９
７
年

■
金
本
位
制
施
行

１
８
９
８
年

■
長
崎
県
尋
常
師
範
学
校
を
長
崎

県
師
範
学
校
と
改
め
る
。

１
８
９
９
年

■
長
崎
市
内
に
電
話
開
通
す
る
。

１
９
０
０
年

■
治
安
警
察
法
公
布

■
東
京
株
式
市
場
大
暴
落
金
融
恐

慌
１
９
０
１
年

■
第
五
高
等
学
校
医
学
部
が
独
立

し
長
崎
医
学
専
門
学
校
と
な
る
。

１
９
０
２
年

■
佐
世
保
市
誕
生

１
９
０
４
年

■
日
露
戦
争
は
じ
ま
る
。

明
治
２２
年（
１
８
８
９
）

●
小
川
原
浦
村
と
長
里
村
と
井
崎

村
が
合
併
し
て
小
長
井
村
と
な

る
。

明
治
２５
年（
１
８
９
２
）

●
村
役
場
を
井
崎
か
ら
小
川
原
浦

に
移
す

明
治
２９
年（
１
８
９
６
）

●
小
長
井
巡
査
派
出
所
設
置

明
治
３１
年（
１
８
９
８
）

●
戸
籍
役
場
施
行
（
戸
籍
制
度
改

革
）

明
治
３２
年（
１
８
９
９
）

●
郡
制
改
革
（
郡
会
選
挙
が
直
接

選
挙
に
改
め
ら
れ
た
）

●
崎
原
小
学
校
・
長
里
小
学
校
の

２
校
が
統
合
し
小
長
井
尋
常
小

学
校
創
立
。
長
里
小
学
校
分

校
・
遠
竹
小
学
校
分
校
と
な
る
。

●
学
制
改
革
尋
常
科
４
年
、
高
等

科
４
年

●
田
川
九
郎
助
翁
校
舎
建
築
費
と

し
て
壱
千
円
寄
贈

●
大
西
鶴
吉
氏
石
搬
出
用
ス
ラ
作

成
明
治
３４
年（
１
９
０
１
）

●
長
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
独

立
校
と
な
る
。

●
遠
竹
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
独

立
校
と
な
る
。

明
治
４０
年（
１
９
０
７
）

●
船
津
港
に
防
波
堤
建
設
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歩�小長井の　   み�

な
が
と
お
に
つ
か

【
長
戸
鬼
塚
古
墳
】（
県
指
定
史
跡
）

多
良
山
系
か
ら
有
明
海
に
伸
び

た
標
高
約
１０
�
の
低
い
丘
陵
の
先

端
近
く
に
立
地
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

長
崎
本
線
小
長
井
駅
か
ら
南
西
に

徒
歩
で
約
１５
分
の
所
に
あ
る
。

形
状
は
円
墳
で
、
墳
丘
の
直
径

約
１５
�
、
高
さ
約
５
�
、
南
東
方

向
に
開
口
す
る
複
室
の
両
袖
式
横

穴
式
石
室
と
な
っ
て
い
る
。

本
古
墳
の
築
造
は
、
古
墳
時
代

後
期
（
６
世
紀
前
半
）
と
さ
れ
、

線
刻
画
を
有
す
る
装
飾
古
墳
と
し

て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
線
刻
画
は
、
船
・
鯨
な
ど

き
ょ
し

の
形
象
的
な
文
様
と
鋸
歯
文
な
ど

の
抽
象
的
な
文
様
で
あ
る
。
特
に

船
と
鯨
と
わ
か
る
線
刻
画
は
、
有

明
海
で
古
代
人
が
捕
鯨
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
で
、

日
本
の
捕
鯨
史
に
と
っ
て
も
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

装
飾
古
墳
は
、
県
内
に
は
本
古

墳
を
含
め
て
５
例
し
か
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
古
墳
そ
の
も
の
の
研
究

は
も
と
よ
り
、
当
時
の
生
活
の
一

面
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
古
墳

で
あ
る
。

１
９
０
５
年

■
長
崎
新
聞
発
刊

■
日
本
海
海
戦

■
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
調
印

１
９
０
６
年

■
九
州
鉄
道
門
司
〜
長
崎
間
に
急

行
運
行

１
９
０
７
年

■
県
立
農
学
校
を
諫
早
村
に
設
立

１
９
１
０
年

■
九
州
地
方
大
豪
雨
、
諫
早
、
島

原
地
方
大
被
害

１
９
１
２
年

■
明
治
天
皇
崩
御
、
大
正
と
改
元

１
９
１
３
年

■
島
原
鉄
道
本
諫
早
〜
島
原
港
間

開
通

１
９
１
４
年

■
第
一
次
大
戦
始
ま
る

■
大
暴
風
雨
・
高
潮

１
９
１
５
年

■
東
京
株
式
大
暴
騰
、
成
り
金
続

出
１
９
１
７
年

■
大
阪
株
式
相
場
暴
落

■
金
輸
出
禁
止

■
ソ
ビ
エ
ト
政
府
成
立

（
ロ
シ
ア
１０
月
革
命
）

１
９
２
０
年

■
第
１
回
国
勢
調
査

（
本
県
人
口
１
１
３
万
６
１
８

２
人
）

１
９
２
２
年

■
島
原
半
島
南
部
に
激
震

死
者
２６
人

家
屋
全
半
壊
２
千
余
戸

１
９
２
３
年

■
関
東
大
震
災

■
長
崎
医
科
大
学
開
校

当時の出来事
１
９
２
６
年

■
日
見
国
道
ト
ン
ネ
ル
開
通

■
大
正
天
皇
崩
御
、
昭
和
と
改
元

１
９
２
７
年

■
金
融
恐
慌
起
る

■
第
１
回
普
通
選
挙

明
治
４１
年（
１
９
０
８
）

●
小
学
校
令
改
正
、
義
務
制
実
施

●
尋
常
科
６
年
・
高
等
科
２
年

明
治
４２
年（
１
９
１
９
）

●
小
長
井
郵
便
局
設
置

明
治
４４
年（
１
９
１
１
）

●
町
村
制
改
正

●
田
川
九
郎
助
翁
頌
徳
碑
建
立

大
正
４
年（
１
９
１
５
）

●
木
下
吉
之
亟
氏
に
よ
る
茶
屋
、

山
ノ
神
溜
池
建
設
清
水
、
天
堤
、

長
坂
、
木
裏
木
、
立
石
等
開
拓

大
正
５
年（
１
９
１
６
）

●
小
長
井
村
青
年
団
結
成

大
正
６
年（
１
９
１
７
）

●
小
長
井
尋
常
高
等
小
学
校
々
舎

増
築

●
諫
早
新
橋
〜
井
崎
間
に
乗
合
自

動
車
運
行

大
正
８
年（
１
９
１
９
）

●
小
長
井
尋
常
高
等
小
学
校
運
動

場
拡
張

大
正
９
年（
１
９
２
０
）

●
県
道
諫
早
〜
鹿
島
線
開
通

●
小
長
井
駐
在
所
に
直
接
電
話
架

設
大
正
１３
年（
１
９
２
４
）

●
小
長
井
郵
便
局
電
信
業
務
開
始

大
正
１５
年（
１
９
２
６
）

●
地
方
官
制
全
面
改
革（
郡
長
・
郡

役
所
廃
止
）

●
方
面
委
員
設
置（
現
民
生
委
員
）

●
長
里
駐
在
所
設
置

●
青
年
訓
練
所
認
定
小
長
井
実
業

補
習
学
校
設
置

遠いむかしから、そしてこれからも小長井の発展を見守り続けています。
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昭和元年～  　年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

大
正
１５
年
地
方
官
制
が
全
面
改
正
さ
れ
、
郡
長
・
郡
役
所
が
廃

止
さ
れ
る
。

大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
昭
和
の
時
代
へ
。
わ
ず
か
１
週
間
の
昭

和
元
年
と
な
る
。
昭
和
２
年
に
金
融
恐
慌
、
昭
和
４
年
に
世
界

恐
慌
、
昭
和
６
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
世
の
中
は
次
第
に

戦
時
体
制
へ
と
進
ん
で
い
く
。

▲昭和初期の目島全景

�昭和２年（１９２７）
着工前の山ノ神溜池付近

▲昭和３年（１９３８）小長井村消防組第壱部発会式記念［写真上］昭和２年（１９２７）井崎船津波止場付近
［写真下］平成１６年（２００４）

船津の波止場
～井崎集落
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歩�小長井の　   み�

▲昭和９年（１９３４）小長井村旧庁舎落成記念の余興に出演した牧主婦会

▼

昭和４年（１９２９）
木下吉之亟氏
７１歳にて長逝

▲昭和１０年（１９３５）遠竹本村公民館（民家を購入し移転改築）

▼

吉
之
亟
公
園
よ
り
雲
仙
を
望
む

（
ほ
場
整
備
前
）

▼

（
ほ
場
整
備
後
）

昭
和
３
年（
１
９
２
８
）

●
牧
部
落
に
消
防
組
を
組
織

昭
和
５
年（
１
９
３
０
）

●
発
動
機
付
き
漁
船
が
小
長
井
に

登
場

昭
和
７
年（
１
９
３
２
）

●
小
長
井
村
消
防
組
発
足

昭
和
８
年（
１
９
３
３
）

●
黒
仁
田
溜
池
完
工

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）

●
小
長
井
村
信
用
購
買
販
売
利
用

組
合
創
設

●
役
場
に
加
入
電
話
官
庁
用
小
長

井
一
番
新
設

●
国
鉄
長
崎
本
線
開
通
小
長
井
駅

開
業

１
９
２
９
年

■
世
界
大
恐
慌
起
こ
る

１
９
３
０
年

■
昭
和
恐
慌
激
化

１
９
３
１
年

■
満
州
事
変
起
こ
る

■
日
本
映
画
ト
ー
キ
ー
化
開
始

１
９
３
３
年

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｇ

開
局

１
９
３
４
年

当時の出来事
■
雲
仙
国
立
公
園
に
指
定

■
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
を
開
催

（
長
崎
市
）

１
９
３
６
年

■
二
・
二
六
事
件
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昭和  　 年～   　 年�

昭
和
１２
年
の
支
那
事
変
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活
の
中
に
戦
時
体

制
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
展
開
さ
れ
、
国
民
精
神
の
高
揚
、
科

学
教
育
の
振
興
、
勤
労
作
業
、
団
体
訓
練
の
重
視
が
叫
ば
れ
た
。▲昭和１３年（１９３８）頃の目島神社

昭
和
１６
年
４
月
、
国
民
学
校
令

が
発
布
さ
れ
、
小
学
校
が
国
民
学

校
に
改
称
さ
れ
た
。

同
年
１２
月
に
は
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
、
こ
の
時
局
に
至
っ
て
は
、

学
生
生
徒
も
学
業
に
専
念
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
ぬ
状
態
と
な
っ
た
。

中
等
学
校
の
生
徒
も
学
徒
勤
労

動
員
令
に
よ
り
軍
需
工
場
等
に
配

置
さ
れ
、
女
子
学
徒
も
挺
身
隊
と

し
て
工
場
や
施
設
に
動
員
さ
れ
た
。

宣
戦
の
詔
書
が
下
さ
れ
た
８
日

は
大
詔
奉
戴
日
と
定
め
ら
れ
、
毎

月
８
日
に
は
戦
時
体
制
へ
の
国
民

の
動
員
強
化
が
図
ら
れ
た
。

学
校
で
は
、
戦
争
を
勝
ち
抜
く

決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
に
、
神

社
参
拝
や
団
体
訓
練
、
出
征
軍
人

家
族
慰
問
な
ど
を
し
て
詔
書
が
奉

読
さ
れ
た
。

▼

昭
和
１３
年（
１
９
３
８
）頃
の
淀
姫
神
社

▲昭和１３年（１９３８）頃の長里阿蘇神社
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歩�小長井の　   み�

▲昭和１４年（１９３９）小長井尋常高等小学校の二宮金次郎碑除幕式

▲昭和１５年（１９４０）当時の村長 古賀鼎三氏▲昭和１５年（１９４０）阿弥陀崎より釜海岸を望む

▲昭和１６年（１９４１）頃の兎島

昭
和
１２
年（
１
９
３
７
）

●
小
長
井
尋
常
高
等
小
学
校
家

事
・
裁
縫
室
完
成

昭
和
１４
年（
１
９
３
９
）

●
諌
早
〜
小
長
井
間
西
肥
バ
ス
運

行
昭
和
１６
年（
１
９
４
１
）

●
潜
水
機
に
よ
る
漁
業
開
始

●
国
民
学
校
令
施
行
・
各
小
学

校
々
名
変
更

昭
和
１８
年（
１
９
４
３
）

●
西
肥
バ
ス
に
代
わ
り
県
営
バ
ス

運
行

１
９
３
７
年

■
日
中
戦
争
始
ま
る

１
９
３
８
年

■
国
家
総
動
員
法
公
布

１
９
３
９
年

■
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

１
９
４
０
年

■
島
原
市
誕
生

■
米
麦
配
給
切
符
制

■
諫
早
市
誕
生

１
９
４
１
年

■
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

１
９
４
２
年

当時の出来事
■
大
村
市
誕
生

■
関
門
ト
ン
ネ
ル
開
通

１
９
４
５
年

■
長
崎
市
へ
原
爆
投
下

■
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
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昭和  　 年～   　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

昭
和
２１
年
１１
月
３
日
、
日
本
国
憲
法
公
布
、
翌
年
５
月
３
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
。

昭
和
２２
年
に
地
方
自
治
法
が
制
定
。
住
民
参
政
権
が
拡
充
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
が
強
化
確
保
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
小
長
井
村
に
お
い
て
も
選
挙
管
理
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
る
村
長
（
町
長
）、
議
会

議
員
の
公
選
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▲昭和２５年（１９５０）旧国道側の帆崎橋が開通

▲昭和２８年（１９５３）第１回小長井村婦人学級修了記念写真

�昭和２９年（１９５４）新築落成
された足角公民館

［写真上］昭和２５年（１９５０）新築落成した釜公民館
［写真下］平成１２年（２０００）移転新築となった釜コミュニティセンター

釜公民館
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歩�小長井の　   み�

▲昭和３０年代の交通安全パレード（現在の文化ホール前広場にて）

▲昭和２６年（１９５１）秋、線路上から
見た田代の海岸（風景画）

１
９
４
６
年

■
日
本
国
憲
法
公
布

１
９
４
７
年

■
国
家
公
務
員
法
公
布

１
９
４
９
年

■
湯
川
秀
樹
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
■
新
制
長
崎
大
学
設
置
（
医
学
・

経
済
・
薬
学
・
学
芸
・
水
産
の

５
学
部
）

１
９
５
０
年

■
活
水
・
純
心
・
長
崎
外
語
・
県

立
女
子
・
長
崎
造
船
の
各
大
学

発
足

１
９
５
１
年

■
多
良
岳
県
立
公
園
に
指
定

■
警
察
予
備
隊
針
尾
駐
屯
地
開
始

■
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
・
日
米
安
保
条
約
調
印

１
９
５
２
年

■
長
崎
大
干
拓
事
業
の
調
査
開
始

１
９
５
３
年

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
開
始

■
長
崎
県
庁
舎
落
成

１
９
５
４
年

当時の出来事
■
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
セ
ン
教
授
、

長
崎
干
拓
調
査
の
た
め
来
崎

１
９
５
５
年

■
西
海
橋
完
工

■
長
崎
市
平
和
祈
念
像
完
成

昭
和
２２
年（
１
９
４
７
）

●
小
長
井
村
中
央
公
民
館
発
足

役
場
２
階
に
併
置

●
地
方
自
治
法
制
定
（
選
挙
管
理

委
員
会
設
置
）

●
学
制
改
革
６
・
３
制
実
施

●
各
国
民
学
校
は
校
名
を
小
学
校

と
改
称

●
小
長
井
村
警
防
団
を
小
長
井
村

消
防
団
に
改
称

●
聖
母
の
騎
士
園
開
設

昭
和
２６
年（
１
９
５
１
）

●
農
業
委
員
会
発
足
（
第
１
回
農

業
委
員
会
選
挙
）

●
部
落
長
制
を
駐
在
員
制
に
改
め

る
●
中
学
校
第
２
・
第
３
校
舎
落
成

●
お
が
た
ま
の
木
が
国
指
定
天
然

記
念
物
と
な
る

昭
和
２３
年（
１
９
４
８
）

●
小
長
井
村
農
業
共
済
組
合
設
立

●
小
長
井
自
興
開
拓
組
合
発
足

●
小
長
井
村
農
業
協
同
組
合
に
改

称
。
長
里
・
遠
竹
が
独
立

●
中
学
校
第
１
校
舎
落
成

●
清
水
地
区
開
拓
入
植
開
始

昭
和
２７
年（
１
９
５
２
）

●
婦
人
学
級
開
設

●
小
長
井
村
教
育
委
員
会
発
足

昭
和
２８
年（
１
９
５
３
）

●
聖
母
の
騎
士
園
小
・
中
学
校
開

校

昭
和
２４
年（
１
９
４
９
）

●
小
長
井
小
学
校
田
原
分
校
発
足

●
小
長
井
漁
業
協
同
組
合
設
立

●
み
さ
か
え
の
園
開
設

昭
和
２９
年（
１
９
５
４
）

●
遠
竹
小
学
校
々
舎
落
成

昭
和
３０
年（
１
９
５
５
）

昭
和
２５
年（
１
９
５
０
）

●
小
長
井
村
体
育
協
会
発
足

●
中
学
校
特
別
教
室
完
成

●
青
年
学
級
開
設

●
小
長
井
局
電
話
交
換
業
務
開
始

（
加
入
者
２５
名
）
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昭和  　 年～   　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

昭
和
３２
年
７
月
２５
日
、
諫
早
大
水
害
が
発
生
。
小
長
井
に
お
い

て
も
濃
緑
の
青
田
が
一
夜
に
し
て
泥
海
と
化
し
、
村
民
に
大
衝

撃
を
与
え
た
。

県
内
外
や
国
境
を
越
え
た
援
助
を
受
け
、
昭
和
３５
年
度
末
に
復

旧
工
事
が
完
成
し
た
が
、
昭
和
３６
年
、
翌
３７
年
に
再
度
大
水
害

の
試
練
を
受
け
た
。

▲昭和３２年（１９５７）大水害が発生し、米軍ヘリにより井崎海岸に救援物資が届けられた

�昭和３４年（１９５９）
ふたば保育園を開設

▲昭和３４年（１９５９）みさかえの園創立１０周年記念式典［写真上］昭和２３年（１９４８）発足、聖母の騎士園
［写真下］平成１６年（２００４）

聖母の騎士園
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歩�小長井の　   み�

▲昭和３６年（１９６１）田原線にバスが運行を開始

▲昭和３９年（１９６４）オリンピックの聖火リ
レーが小長井村青年団チームに点火

昭
和
３１
年（
１
９
５
６
）

け
る

●
清
和
保
育
園
開
設

●
田
原
線
バ
ス
運
行
認
可

●
中
学
校
運
動
場
拡
張
工
事
完
成

昭
和
３２
年（
１
９
５
７
）

昭
和
３７
年（
１
９
６
２
）

●
諫
早
大
水
害
死
者
不
明
８
１
５

人

●
小
長
井
小
学
校
鉄
筋
６
教
室
完

成
●
小
長
井
大
水
害
、
村
全
域
に
多

大
の
被
害
を
受
け
た

被
害
総
額
９
億
４
３
０
０
万
円

昭
和
３３
年（
１
９
５
８
）

●
小
長
井
自
興
開
拓
組
合
が
小
長

井
開
拓
農
業
協
同
組
合
と
し
て

発
足

●
小
長
井
村
公
民
館
報
第
１
号
発

刊

昭
和
３８
年（
１
９
６
３
）

●
交
通
安
全
母
の
会
発
足

昭
和
３９
年（
１
９
６
４
）

昭
和
３４
年（
１
９
５
９
）

●
遠
竹
保
育
園
開
設

●
子
ど
も
会
発
足

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
隊
編
成

●
国
民
健
康
保
険
事
業
開
始
、
保

健
婦
採
用

●
駐
在
員
制
を
班
長
制
に
改
め
る

●
田
原
小
学
校
独
立

●
ふ
た
ば
保
育
園
開
設

昭
和
４０
年（
１
９
６
５
）

昭
和
３５
年（
１
９
６
０
）

●
家
庭
教
育
学
級
発
足

●
小
長
井
・
長
里
・
遠
竹
の
３
農

協
合
併

小
長
井
村
農
業
協
同
組
合
発
足

●
秩
父
宮
妃
殿
下
行
啓
（
み
さ
か

え
の
園
）

●
小
長
井
村
商
工
会
発
足

昭
和
３６
年（
１
９
６
１
）

●
小
長
井
村
殉
国
慰
霊
碑
建
立

●
県
の
果
樹
集
団
産
地
指
定
を
受

１
９
５
６
年

■
国
連
加
盟

■
対
馬
万
関
橋
完
成

■
雲
仙
・
天
草
国
立
公
園
と
な
る

１
９
５
７
年

■
諫
早
大
水
害

１
９
５
８
年

■
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
開
通

１
９
５
９
年

■
皇
太
子
殿
下
ご
結
婚

■
伊
勢
湾
台
風
、
東
海
地
方
大
被

害
１
９
６
０
年

■
日
米
新
安
保
条
約
調
印

１
９
６
１
年

■
農
業
基
本
法
公
布

■
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
県
内
ご
旅

行
■
県
総
合
農
林
セ
ン
タ
ー
本
館
完

成
１
９
６
２
年

■
福
江
市
大
火
焼
失
４
８
０
戸

■
キ
ュ
ー
バ
危
機

当時の出来事
１
９
６
３
年

■
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
暗
殺

１
９
６
４
年

■
東
海
道
新
幹
線
開
通

■
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

▲昭和４０年（１９６５）秩父宮妃殿下が
みさかえの園にご来園

15
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昭和  　年�

昭
和
４１
年
１１
月
１
日
、
町
制
を
施
行
。

明
治
２２
年
４
月
か
ら

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
７７
年
の
年
月
を
経
た
小
長
井
村
は
、

小
長
井
町
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り

新
た
な
歴
史
を
刻
み
は
じ
め
る
。

▲自治功労表彰をする初代町長の古賀�郎氏

【
式
辞
よ
り
抜
粋
】

本
日
当
町
役
場
の
新
築
落
成
と

町
制
施
行
並
び
に
災
害
復
興
祭
と

三
重
の
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
ま

す
こ
と
は
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

国
・
県
ご
当
局
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
と
全
町
民
の
支
援
ご
協
力

の
賜
で
あ
り
ま
し
て
衷
心
よ
り
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
ま
で
の
役
場
は
老
朽
化
し
、

そ
の
上
狭
隘
で
あ
り
ま
し
た
の
で

昭
和
３０
年
頃
よ
り
新
庁
舎
の
建
築

が
希
望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

時
あ
た
か
も
農
業
の
転
換
期
に
当

た
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
基
幹

産
業
で
あ
る
柑
橘
、
畜
産
の
振
興

に
町
を
挙
げ
て
努
力
を
続
け
て

参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
３２
年
の
大
水
害
、
３６
年
、

３７
年
の
水
害
に
よ
り
ま
し
て
物
心

両
面
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
議

会
議
場
は
災
害
の
設
計
及
び
事
務

に
提
供
し
、
議
会
は
１６
畳
の
宿
直

室
で
開
会
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま

す
。４０

年
に
至
り
ま
し
て
、
災
害
復

旧
事
業
も
完
成
し
、
長
崎
干
拓
事

業
も
着
工
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
２
ヶ
年
継
続
に
て
新
庁
舎

の
建
築
に
着
工
い
た
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。

４１
年
に
は
国
道
２
０
７
号
線
も

建
設
省
の
直
轄
事
業
と
な
り
、
都

市
的
業
態
も
愈
々
活
発
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
町
制
を
施

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。（
後
略
）

▲婦人たちの踊り

▲井崎浮立ハサンバコ
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▲建設中の役場庁舎

▲町制施行記念式典と役場庁舎落成の祝賀風景

昭
和
４１
年（
１
９
６
６
）

●
町
制
施
行

初
代
町
長
に
古
賀

�
郎
氏
就
任

●
町
章
制
定

●
町
制
施
行
記
念
祝
賀
式
典
挙
行
、

庁
舎
落
成

１
９
６
６
年

当時の出来事
■
長
崎
県
の
木
・
花
・
鳥
・
獣
を

定
め
る

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｂ
Ｃ
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
放
送
開
始

■
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
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昭和   　 年～   　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

助
役
の
吉
川
敏
�
氏
が
無
投
票
で
町
長
に
当
選
。

「
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
」
を
目
標
に

町
政
を
推
進
。

６
月
定
例
議
会
で
収
入
役
の
原
田
幸
雄
氏
が

助
役
、
総
務
課
長
の
石
丸
一
喜
氏
が
収
入
役
に
就
任
。

▲昭和４２年（１９６７）農林漁業開畑資金で開かれた井崎地区のみかん園

▲吉川町長就任

▲昭和４２年（１９６７）繭出荷作業をする婦人会のみなさん

�昭和４２年（１９６７）井崎保育園
が落成し開園

［写真上］昭和４３年（１９６８）小長井駐在所
［写真下］平成７年（１９９５）移転新築

小長井警察官
駐在所
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▲昭和４３年（１９６８）大雪による積雪が広川良では２mにも達した

▲昭和４２年（１９６７）清水婦人ホームが新築落成

▲昭和４２年（１９６７）長里駐在所が国道沿いに新築移転

昭
和
４２
年（
１
９
６
７
）

●
２
代
町
長
に
吉
川
敏
�
氏
初
当

選
●
農
業
構
造
改
善
事
業
実
施
認
定

●
社
会
福
祉
法
人
井
崎
保
育
園
開

設
さ
れ
る

●
小
長
井
中
学
校
特
別
教
室
完
成

昭
和
４３
年（
１
９
６
８
）

●
小
長
井
中
学
校
体
育
館
着
工

●
小
長
井
町
長
崎
国
体
県
民
運
動

推
進
協
議
会
発
足

１
９
６
７
年

■
長
崎
バ
イ
パ
ス
開
通

■
県
下
全
域
大
干
ば
つ

■
県
立
国
際
経
済
大
学
開
学

当時の出来事
１
９
６
８
年

■
米
原
子
力
空
母
「
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
」
入
港

■
三
億
円
事
件

■
十
勝
沖
地
震
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昭和   　 年�

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
第
２４
回
国
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
る
。
１０
月
、
両
陛
下
を
乗
せ
た
お
召
し
列
車
が
、
小
長

井
駅
に
特
別
停
車
。

１１
月
に
は
、
皇
太
子
殿
下
が
来
町
。

▲みさかえの園で園児をはげまされる皇太子殿下

皇
太
子
殿
下
は
、
第
５
回
全
国

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
ご

臨
席
さ
れ
た
後
、
県
内
最
後
の
ご

訪
問
地
と
し
て
小
長
井
町
に
ご
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

小
長
井
駅
で
は
、
特
別
奉
迎
者

や
小
長
井
小
学
校
鼓
笛
隊
、
多
数

の
町
民
の
歓
迎
に
殿
下
は
に
こ
や

か
に
会
釈
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
所
と
な
っ
た
役
場
の
広
場

で
も
多
く
の
町
民
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
歓
迎
に
手
を
振
っ
て
お
応
え

に
な
り
ま
し
た
。

昼
食
の
時
間
に
は
、
有
明
海
産

の
「
ハ
ゼ
」「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
」
の

献
上
品
に
特
に
関
心
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
沿
道
で
手
を
振
る
町

民
に
送
ら
れ
、
み
さ
か
え
の
園
に

向
か
わ
れ
ま
し
た
。
同
園
で
は
中

山
和
子
園
長
の
案
内
で
、
病
室
の

様
子
や
体
育
館
で
の
園
児
の
遊
戯
、

手
芸
品
な
ど
を
熱
心
に
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
。

�
休
憩
所
と
な
っ
た
役
場
で
皇
太
子

殿
下
を
奉
迎

▲お召列車が小長井駅に停車、天皇・皇后両陛下の来崎を
町民が歓迎
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▲幕営地のお世話をされた婦人会
のみなさん

▲第２４回長崎国体開会式（山茶花溜池の湖畔が山岳競技の幕営地となる）

�
役
場
前
を
継
走
す
る
炬
火
リ
レ
ー

▲炬火に点火する吉川町長

▲昭和４４年（１９６９）に完成した中学校体育館▲古賀トヱ女史の頌徳碑
を井崎保育所に建立

昭
和
４４
年（
１
９
６
９
）

●
交
通
指
導
員
制
度
発
足
、
県
下

初
の
交
通
指
導
車
購
入

●
農
村
集
団
電
話
通
話
開
始
（
普

及
率
６２
％
）

●
第
２４
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
開
催

●
皇
太
子
殿
下
行
啓

●
中
学
校
体
育
館
完
成

１
９
６
９
年

当時の出来事
■
第
２４
回
国
民
体
育
大
会

■
ア
ポ
ロ
１１
号
月
面
着
陸

■
五
百
円
札
発
行

■
日
本
初
の
現
金
自
動
支
払
機
設

置
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昭和   　 年～   　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

４６
年
、
小
長
井
小
学
校
統
合
校
舎
第
１
期
工
事
が
完
成
。
田
原

小
学
校
は
２２
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
児
童
た
ち
は
「
さ
ざ

ん
か
号
」
で
小
長
井
小
学
校
へ
通
学
。

同
年
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
埋
立
工
事
に
着
工
。
４７
年
、
遠
竹

小
学
校
体
育
館
が
完
成
。

▲昭和４６年（１９７１）小長井町中央部付近の航空写真

�
昭
和
４５
年（
１
９
７
０
）竣
工
、

帆
崎
橋
着
工
の
頃

�
昭
和
４６
年（
１
９
７
１
）

小
長
井
小
学
校
の
開
校
式

［写真上］昭和４０年頃の小深井港
［写真下］平成１６年（２００４）

小深井港から
多良岳を望む



歩�小長井の　   み�

23

▲昭和４７年（１９７２）長崎県総合防災訓練が井崎の兎島海岸で実施される

�
昭
和
４６
年（
１
９
７
１
）さ
ざ
ん
か

号
が
広
川
良
〜
田
原
〜
小
長
井
小

間
の
運
行
開
始

�
昭
和
４７
年（
１
９
７
２
）遠
竹
小
学

校
の
体
育
館
が
完
成

昭
和
４５
年（
１
９
７
０
）

●
小
長
井
小
学
校
・
田
原
小
学
校

統
合
に
同
意

●
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
域
の

指
定
を
受
け
る

昭
和
４６
年（
１
９
７
１
）

●
小
長
井
小
田
原
校
舎
閉
校
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

●
小
長
井
町
基
本
構
想
策
定

●
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

発
足
（
２
市
１０
町
）

●
３
代
町
長
に
吉
川
敏
�
氏
２
選

●
北
高
農
業
協
同
組
合
設
立
さ
れ

る（
小
長
井
、宇
良
、湯
江
、小
江
、

深
海
の
各
農
協
が
合
併
）

●
小
長
井
小
学
校
統
合
校
舎
落
成

昭
和
４７
年（
１
９
７
２
）

●
遠
竹
小
学
校
体
育
館
完
成

●
椿
原
中
学
校
創
立
さ
れ
る
（
聖

母
の
騎
士
園
）

●
県
央
組
合
、
常
備
消
防
及
び
救

急
業
務
開
始

●
県
総
合
防
災
訓
練
兎
島
海
岸
で

実
施
さ
れ
る

●
簡
易
水
道
拡
張
事
業
着
工
（
井

崎
、
築
切
、
長
戸
地
区
）

●
電
話
自
動
化
に
よ
る
即
時
通
話

開
始
（
普
及
率
８１
％
）

１
９
７
０
年

■
日
本
万
国
博
開
催

■
赤
軍
派
日
航
機「
よ
ど
号
」乗
っ

取
り

■
東
京
都
で
歩
行
者
天
国
始
ま
る

１
９
７
１
年

■
円
変
動
相
場
制

■
円
切
り
上
げ
１
ド
ル
３
０
８
円

■
ネ
ズ
ミ
講
に
強
制
捜
査

■
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
発
表

当時の出来事
１
９
７
２
年

■
札
幌
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

■
沖
縄
県
発
足

■
連
合
赤
軍
浅
間
山
荘
事
件

■
グ
ア
ム
で
横
井
さ
ん
救
出
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昭和   　 年～   　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
、

長
里
小
学
校
、
町
民
プ
ー
ル
、

小
長
井
小
学
校
体
育
館
、
町
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

公
共
施
設
の
整
備
拡
充
が
図
ら
れ
る
。

▲昭和４８年（１９７３）新装の町民グラウンドで、第１５回町民体育祭開催

▲昭和４８年（１９７３）
町民プールが完成

［写真上］昭和５０年（１９７５）頃田原城山付近
［写真下］平成１６年（２００４）

田原集落
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▲昭和５０年（１９７５）昔のもちつき

▲

昭
和
５０
年（
１
９
７
５
）町
民
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

▲

昭
和
４８
年（
１
９
７
３
）

長
里
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

▲

昭和５０年（１９７５）
第２回子ども会
ソフトボール大会

昭
和
４８
年（
１
９
７
３
）

●
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

●
長
里
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
完

成
●
町
民
プ
ー
ル
完
成

●
広
域
農
道
新
設
事
業
認
可
受
け

る
●
簡
易
水
道
拡
張
事
業
完
成
（
井

崎
、
築
切
、
長
戸
地
区
）

●
第
１
回
小
長
井
町
青
年
祭
開
催

昭
和
４９
年（
１
９
７
４
）

●
黒
仁
田
地
区
養
豚
団
地
完
成

●
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
に

よ
る
実
施
計
画
の
策
定

●
山
茶
花
溜
池
補
修
工
事
完
了

昭
和
５０
年（
１
９
７
５
）

●
地
籍
調
査
事
業
開
始

●
４
代
町
長
に
吉
川
敏
�
氏
３
選

●
町
民
セ
ン
タ
ー
完
成

●
社
会
福
祉
法
人
小
長
井
町
社
会

福
祉
協
議
会
発
足

●
小
長
井
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

オ
ー
プ
ン

●
み
さ
か
え
の
園
創
立
２５
周
年
記

念
式
典

１
９
７
３
年

■
関
門
橋
開
通

■
金
大
中
事
件

■
石
油
シ
ョ
ッ
ク

■
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
買
い
占

め
騒
ぎ

１
９
７
４
年

■
端
島
炭
鉱
閉
山

■
元
日
本
兵
小
野
田
さ
ん
救
出

当時の出来事
１
９
７
５
年

■
長
崎
空
港
開
港

■
沖
縄
海
洋
博
開
く

■
エ
リ
ザ
ベ
ス
英
女
王
来
日

■
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
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昭和   　年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

小
長
井
大
橋
が
完
成
し
、

国
道
２
０
７
号
線
の
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
年
、
小
長
井
町
は

町
制
施
行
か
ら
１０
周
年
を
迎
え
た
。

▲小長井大橋（全長３０４�）が完成

▲

国
道
２
０
７
号
線
開
通
式
で

小
長
井
大
橋
の
渡
り
初
め

［写真上］昭和４４年（１９６９）頃国道２０７号線谷角付近
［写真下］平成１６年（２００４）

国道２０７号線
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▲皇太子殿下ご奉迎と町制施行１０周年の記念碑を建立

▲町制施行１０周年の記念式典▲皇太子殿下、美智子妃殿下がみさかえの園をご訪問

▲昭和５１年（１９７６）久保県知事を
来賓に迎える（左から吉川町
長、久保県知事）

井崎まっこみ浮立を披露

▲

昭
和
５１
年（
１
９
７
６
）

●
農
免
農
道
新
設
事
業
認
可

●
小
長
井
大
橋
完
成
、
国
道
２
０

７
号
線
全
線
開
通

●
皇
太
子
殿
下
行
啓
と
町
制
１０
周

年
記
念
碑
完
成

●
町
制
施
行
１０
周
年
記
念
、
町
民

セ
ン
タ
ー
完
成
記
念
式
典

●
皇
太
子
殿
下
、
美
智
子
妃
殿
下

行
啓

１
９
７
６
年

当時の出来事
■
対
馬
空
港
開
港

■
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

■
五
つ
子
誕
生

■
宅
急
便
開
始
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昭和   　 年～   　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

５８
年
、
吉
川
町
長
が
５
期
連
続
の
無
投
票
当
選
。

こ
の
間
に
各
地
区
の
簡
易
水
道
事
業
や
町
全
域
の
地
籍
調
査
事

業
を
実
施
。
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど

学
校
・
教
育
施
設
も
更
に
拡
充
。

▲昭和５４年（１９７９）小長井中学校の新校舎が完成

▲昭和５７年（１９８２）遠竹小学校の旧校舎にみんなでお別れ

［写真上］昭和５０年（１９７５）頃の中学校
［写真下］平成１６年（２００４）

小長井中学校
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▲昭和５９年（１９８４）町営住宅井崎団地が完成（５９年１０戸、６０年８戸）

▲昭和５７年（１９８２）遠竹小学校新校舎が
完成

１
９
７
７
年

■
県
教
職
員
の
広
域
人
事
異
動
発

令
■
平
戸
大
橋
完
成

１
９
７
８
年

■
原
子
力
船
「
む
つ
」
佐
世
保
入

港
■
橘
湾
タ
ン
カ
ー
石
油
備
蓄
始
ま

る
１
９
７
９
年

■
長
崎－

上
海
定
期
空
路
開
設

■
東
京
サ
ミ
ッ
ト

１
９
８
０
年

■
長
崎
大
学
歯
学
部
開
学

■
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

１
９
８
１
年

■
ロ
ー
マ
法
王
来
崎

■
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
８１

１
９
８
２
年

■
旭
大
橋（
長
崎
市
）開
通

■
高
田
勇
氏
が
県
知
事
に
初
当
選

■
長
崎
大
水
害
、
死
者
２
９
９
名

１
９
８
３
年

■
諫
早
湾
総
合
干
拓

３
、９
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模

確
定

■
日
本
海
中
部
地
震

当時の出来事
１
９
８
４
年

■
上
五
島
石
油
備
蓄
基
地
着
工

■
新
札
発
行

■
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

昭
和
５２
年（
１
９
７
７
）

●
井
崎
ま
っ
こ
み
浮
立
が
県
の
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

●
簡
易
水
道
布
設
（
牧
・
新
田
原

地
区
）

昭
和
５３
年（
１
９
７
８
）

●
県
営
バ
ス
・
祐
徳
バ
ス
（
諫
早

〜
鹿
島
）
相
互
乗
入
れ
開
始

昭
和
５４
年（
１
９
７
９
）

●
小
長
井
中
学
校
新
校
舎
完
成

●
５
代
町
長
に
吉
川
敏
�
氏
４
選

昭
和
５５
年（
１
９
８
０
）

●
清
水
地
区
飼
料
基
盤
整
備
完
成

●
ベ
ト
ナ
ム
難
民
を
聖
母
の
騎
士

修
道
女
会
に
収
容（
１
２
５
人
）

昭
和
５６
年（
１
９
８
１
）

●
船
川
地
区
農
道
完
成

●
み
さ
か
え
養
護
学
校
開
校
さ
れ

る
●
小
長
井
町
文
化
協
会
発
足

昭
和
５７
年（
１
９
８
２
）

●
遠
竹
小
学
校
新
校
舎
完
成

●
簡
易
水
道
完
成
（
遠
竹
地
区
）

●
長
里
地
区
飲
雑
用
水
施
設
完
成

（
清
水
、
農
場
地
区
）

●
遠
竹
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

●
多
良
岳
広
域
基
幹
林
道
事
業
着

工
昭
和
５８
年（
１
９
８
３
）

●
高
来
・
小
長
井
給
食
セ
ン
タ
ー

完
成

●
６
代
町
長
に
吉
川
敏
�
氏
５
選

昭
和
５９
年（
１
９
８
４
）

●
町
営
住
宅
井
崎
団
地
完
成

（
１０
戸
）

●
簡
易
水
道
完
成
（
長
里
地
区
）

昭
和
６０
年（
１
９
８
５
）

●
町
営
住
宅
井
崎
団
地
完
成

（
８
戸
）

●
田
原
体
育
館
完
成

●
長
里
小
学
校
プ
ー
ル
完
成
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昭和   　年�

地
籍
調
査
事
業
が
完
了
し
た
こ
の
年
、

小
長
井
は
町
制
施
行
２０
周
年
を
迎
え
た
。

町
讃
歌
・
音
頭
の
作
成
、
町
花
・
町
木
、
町
民
憲
章
が
制
定
さ

れ
、
盛
大
な
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

▲町制２０周年記念式典で小長井音頭を披露

【
式
辞
よ
り
抜
粋
】

こ
の
２０
周
年
を
記
念
す
る
た
め

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

町
民
憲
章
の
制
定
、
小
長
井
町
讃

歌
、
小
長
井
音
頭
の
作
製
、
町
の

花
と
木
の
制
定
、
山
茶
花
高
原
に

山
茶
花
千
本
の
植
樹
、
広
報
こ
な

が
い
の
縮
刷
版
を
作
製
し
、
各
戸

に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
記
念
事
業
は
そ
れ
な
り
に

大
変
有
意
義
な
事
で
あ
り
ま
す
が
、

私
は
町
制
２０
周
年
の
意
義
は
、
過

去
の
歩
み
を
顧
み
る
の
み
で
な
く
、

来
た
る
べ
き
次
の
世
代
に
今
日
ま

で
の
歩
み
を
ど
う
生
か
し
て
い
く

か
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
真
に
住
み
よ
い
町
を
つ

く
っ
て
行
く
道
は
何
時
の
時
代
で

も
、
常
に
様
々
の
困
難
な
矛
盾
が

横
た
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
試

練
を
乗
り
越
え
て
明
日
の
小
長
井

町
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開
い
て

い
く
事
こ
そ
現
代
に
生
き
る
も
の

の
責
務
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

時
あ
た
か
も
２０
周
年
、
小
長
井

町
は
い
わ
ば
成
人
を
迎
え
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
に
更
に
融

和
と
団
結
の
意
識
を
高
め
、
全
町

民
が
常
に
一
体
と
な
っ
て
明
る
い
、

う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
小
長
井
町

の
建
設
に
邁
進
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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県無形文化財の井崎まっこみ浮立

▲

１
９
８
６
年

■
東
京
を
中
心
に
地
価
高
騰

■
土
井
た
か
子
氏
社
会
党
委
員
長

に
■
三
原
山
噴
火

■
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
と
ダ
イ
ア

ナ
妃
来
日

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

■
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

当時の出来事

昭
和
６１
年（
１
９
８
６
）

●
町
営
住
宅
西
久
保
団
地
完
成

（
１０
戸
）

●
築
切
公
民
館
落
成

●
第
一
回
多
良
岳
サ
ミ
ッ
ト
開
催

●
十
八
銀
行
小
長
井
支
店
開
設

●
地
籍
調
査
事
業
完
了

●
町
讃
歌
、
音
頭
を
作
成

●
町
の
花
・
町
の
木
制
定

（
町
の
花「
山
茶
花
」・
町
の
木

「
お
が
た
ま
の
木
」）

●
町
民
憲
章
を
制
定

●
町
制
施
行
２０
周
年
記
念
式
典
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昭和   　 年～平成元年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

吉
川
町
政
の
あ
と
を
受
け
古
賀
町
政
が
ス
タ
ー
ト
。

６２
年
４
月
２８
日
、

職
員
に
迎
え
ら
れ
初
登
庁
さ
れ
た
古
賀
町
長
は
４２
歳
。

若
さ
と
行
動
力
で
さ
っ
そ
く
執
務
を
精
力
的
に
遂
行
。

▲昭和６３年（１９８８）山茶花自然公園が完成（県工事）

▼

昭
和
６２
年（
１
９
８
７
）吉
川
町
長

が
退
任
、
古
賀
町
長
が
就
任

（
６２
年
度
所
信
表
明
よ
り
抜
粋
）

私
は
、
４
月
２８
日
に
町
長
就
任

以
来
「
２１
世
紀
に
向
か
っ
て
翔
く

新
し
い
時
代
の
小
長
井
町
づ
く

り
」
を
目
指
し
て

一
、
活
力
と
活
気
に
み
ち
た
産
業

の
育
成
。
特
に
若
者
が
安
心

し
て
働
け
る
雇
用
の
創
出
。

一
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
教
育

の
振
興
。

一
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
。

一
、
健
康
で
心
の
ふ
れ
あ
う
社
会

づ
く
り

一
、
明
日
に
向
け
た
郷
土
の
基
盤

づ
く
り

の
５
つ
を
町
政
の
柱
と
し
て
、
そ

の
具
体
的
な
施
策
の
推
進
に
全
力

を
傾
注
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

［写真上］昭和５０年（１９７５）船津商店街の入口付近
［写真下］平成１６年（２００４）

小長井大橋が
開通する前の道路
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●１昭和６３年（１９８８）県民植樹際

●２平成元年（１９８９）小長井２世紀館完成

●３平成元年（１９８９）駅前広場完成

●４平成元年（１９８９）ふるさとうまか便発送

●５平成元年（１９８９）小長井昔ばなし絵本化

▲昭和６３年（１９８８）牧道路公園が完成

昭和６２年（１９８７）
西久保団地が完成

（６１年１０戸、６３年１０戸）

▲

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

●
む
ら
お
こ
し
事
業
実
行
委
員
会

発
足

●
東
京
小
長
井
会
発
会

●
第
１
回
ふ
る
さ
と
う
ま
か
便
発

送
平
成
元
年（
１
９
８
９
）

●
町
民
相
撲
場
・
中
学
校
武
道
場

完
成

●
駅
前
広
場
整
備
・
小
長
井
２
世

紀
館
（
駅
舎
）
完
成

●
小
長
井
町
基
本
構
想
策
定

●
遠
竹
保
育
園
落
成

●
小
長
井
１
０
０
周
年
記
念
式
典

挙
行

●
山
茶
花
高
原
開
き
・
た
こ
揚
げ

大
会
「
あ
ぐ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

●
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
停
（
ミ
カ
ン
）

出
現

１２

３４５

昭
和
６２
年（
１
９
８
７
）

●
小
長
井
町
商
工
会
館
落
成

●
７
代
町
長
に
古
賀
忠
臣
氏
初
当

選
●
町
づ
く
り
地
区
別
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
施

昭
和
６３
年（
１
９
８
８
）

●
長
里
小
学
校
１
５
０
周
年
記

念
・
校
訓
碑
建
立

●
山
茶
花
自
然
公
園
完
成

●
山
茶
花
公
園
に
て
第
１５
回
県
民

植
樹
祭
開
催

●
長
戸
鬼
塚
古
墳
が
県
史
跡
に
指

定
さ
れ
る

●
長
里
地
区
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

●
町
営
住
宅
西
久
保
団
地
完
成

（
１０
戸
）

●
諫
早
西
友
に
て
小
長
井
物
産
展

開
催

１
９
８
７
年

■
国
鉄
分
割
民
営
化
Ｊ
Ｒ
誕
生

■
エ
イ
ズ
問
題
が
深
刻
化

１
９
８
８
年

■
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業

■
瀬
戸
大
橋
開
通

■
ソ
ウ
ル
五
輪
開
幕

当時の出来事
１
９
８
９
年

■
昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
と
改
元

■
消
費
税
３
％
の
ス
タ
ー
ト

■「
み
ど
り
の
日
」制
定

■
諫
早
湾
干
拓
事
業
起
工
式
（
諫

早
文
化
会
館
）
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平成    年～    年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

長
里
駅
の
開
業
、
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
整
備
へ
の

着
手
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
落
成
、
山
茶
花
高

原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
や
子
ど
も
議
会
の
開
催
な
ど
次
か
ら
次

に
新
た
な
施
策
を
展
開
。

▲平成３年（１９９１）天皇陛下御即位奉祝と歴代村長頌徳碑除幕式でのアトラクション

▼

平
成
２
年（
１
９
９
０
）長
里
駅
が

落
成
し
開
業

▲

平
成
２
年（
１
９
９
０
）長
里
団
地
が
完
成

（
１０
戸
）

［写真上］昭和４８年（１９７３）頃の目島付近
［写真下］平成１６年（２００４）

目島から役場
付近を望む
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●１平成２年（１９９０）山茶花高原ピクニック

パークパターゴルフ施設

●２平成２年（１９９０）普賢岳噴火

●３平成３年（１９９１）さざんか会館落成

●４平成４年（１９９２）ゴールデンウィーク中の

山茶花高原

●５平成３年（１９９１）第１回山茶花ロードレー

ス大会

●６平成４年（１９９２）西友にて物産展

５ ４

３

２ １

と
・
小
長
井
の
四
季
」
作
成

●
大
型
台
風
１７
・
１９
号
の
襲
来
、

農
作
物
・
人
家
に
大
被
害

●
長
里
地
区
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
落
成

●
同
地
区
農
道
搦
線
の
開
設
完
了

６
６
５
�

●
山
茶
花
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
第

１
回
大
会

平
成
４
年（
１
９
９
２
）

●
長
里
駐
在
所
新
築
落
成

●
町
営
住
宅
遠
竹
団
地
完
成
入
居

（
１０
戸
）

●
清
水
公
民
館
落
成

●
山
茶
花
高
原
、
モ
ノ
レ
ー
ル
・

レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
・
物
産
販
売
所

建
設

●
ふ
れ
あ
い
広
場
屋
根
付
き
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
落
成

●
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー

ク
入
場
３０
万
人
達
成

●
県
営
農
免
農
道
小
長
井
南
部
地

区
・
町
営
平
床
ほ
場
整
備
同
時

起
工
式

●
小
長
井
中
学
校
体
育
館
大
規
模

改
造
完
工

●
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成
、
祝

賀
に
長
里
浮
立
を
復
興

●
県
営
広
域
農
道
延
伸
区
間
・
井

崎
地
区
着
工

●
第
１
回
子
ど
も
議
会
開
催

１
９
９
０
年

■
高
田
勇
知
事
３
選

■
長
崎
文
化
放
送
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
開

局
■
第
４１
回
全
国
植
樹
祭
・
国
見
町

■
イ
ラ
ク
が
ク
ェ
ー
ト
に
侵
攻

■
雲
仙
普
賢
岳
１
９
９
年
ぶ
り
噴

火
１
９
９
１
年

■
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
発
生

■
横
綱
千
代
の
富
士
引
退

■
湾
岸
戦
争
勃
発

■
ソ
連
崩
壊

当時の出来事
１
９
９
２
年

■
エ
イ
ズ
感
染
急
増

■
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
可
決

■（
米
）ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
当
選

■
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

６

平
成
２
年（
１
９
９
０
）

●
第
１
回
健
康
ま
つ
り
開
催

●
Ｊ
Ｒ
長
里
駅
開
業

●
町
営
住
宅
長
里
団
地
完
成
入
居

（
１０
戸
）

●
天
堤
地
区
土
地
改
良
記
念
碑
除

幕
式

●
遠
竹
本
村
公
民
館
完
成

●
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
停
第
２
弾
（
ミ

カ
ン
・
メ
ロ
ン
・
イ
チ
ゴ
）
出
現

●
長
崎「
旅
博
」に
井
崎
浮
立
出
演

●
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
記
念
式

典
並
び
に
歴
代
村
長
、
町
長
頌

徳
碑
除
幕
式

平
成
３
年（
１
９
９
１
）

●
小
川
原
浦
地
区
簡
易
水
道
施
設

完
成

●
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施

設
完
成
オ
ー
プ
ン

●
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー

ク
・
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
・
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
・
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー

ス
の
完
成

●
古
賀
忠
臣
氏
が
町
長
再
選
（
無

投
票
）

●
多
目
的
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
ざ

ん
か
会
館
」
落
成

●
広
域
農
道
川
内
ト
ン
ネ
ル
貫
通

●
毘
沙
天
岳
公
園
整
備
完
成

●
広
川
良
地
区
開
拓
４０
周
年
記
念

式
●
町
ビ
デ
オ
「
美
し
き
人
と
自
然
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平成    年～    年�

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
整
備
が
着
々
と
進
む
中
、

平
成
６
年
８
月
、

開
園（
平
成
３
年
４
月
）以
来
の
入
場
者
が
１
０
０
万
人
を
突
破
。

町
の
知
名
度
が
高
ま
っ
て
い
く
。

▲平成５年（１９９３）本部分団に本町初の消防女子団員が入団

▲平成５年（１９９３）山茶花高原に
モノレールが完成

▲平成５年（１９９３）光の丘レーザーガン施設▲平成６年（１９９４）光の丘遊具施設
整備が完成

▲平成５年（１９９３）平原橋完成に２７年ぶりの牧浮立
で渡り初め
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▲平成５年（１９９３）馬渡�雄さんがＢ２９鎮魂碑を建立

▲平成６年（１９９４）柳新田土地改良事業が完了

▲平成６年（１９９４）小長井小大規模改修
工事が完成

▲平成６年（１９９４）三笠宮�仁殿下が
みさかえの園を視察

平
成
５
年（
１
９
９
３
）

セ
ン
タ
ー
完
成

●
町
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
開

局
●
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
「
町
内
小

中
合
同
潮
干
狩
り
」

●
足
角
地
区
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
完
工
落
成

●
か
ん
ば
つ
渇
水
緊
急
対
策
に
着

手
●
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー

ク
１
０
０
万
人
入
場
達
成

●
町
環
境
美
化
の
推
進
に
関
す
る

条
例
施
行

●
第
３９
回
郡
体
に
１０
年
ぶ
り
１１
回

目
の
総
合
優
勝

●
小
長
井
小
学
校
大
規
模
改
修
工

事
完
了

●
田
原
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

●
諫
早
湾
水
産
振
興
特
別
対
策
事

業
の
実
施

●
第
４
分
団
消
防
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
完
成

●
鹿
の
塔
斎
場
完
工
落
成

●
町
消
防
団
に
初
の
女
性
団
員
、

３
名
が
入
団

●
町
議
会
に
「
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
存

続
期
成
会
」
を
設
立

●
小
長
井
町
振
興
公
社
設
立
（
ピ

ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
運
営
）

●
第
１
回
い
き
い
き
長
寿
の
集
い

「
敬
老
会
」・
全
町
７０
歳
以
上

●
遠
竹
小
学
校
校
訓
碑
建
立

●
牧
平
原
橋
の
完
工
・
渡
り
初
め

祝
賀
に
て
牧
浮
立
２７
年
ぶ
り
に

披
露

平
成
６
年（
１
９
９
４
）

●
一
人
暮
し
お
年
寄
宅
の
「
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
」
導
入

●
柳
新
田
土
地
改
良
事
業
（
県
・

団
体
営
）
９
ヵ
年
工
事
の
完
了

祝
賀

●
第
３
分
団
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
消
防

１
９
９
３
年

■
普
賢
岳
噴
火
に
伴
う
土
石
流
発

生
■
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

■
皇
太
子
徳
仁
親
王
御
成
婚

■
北
海
道
沖
地
震
奥
尻
島
で
津
波

と
大
災
害

■
長
雨
冷
夏
で
米
不
作
と
米
の
輸

入
自
由
化
決
定

当時の出来事
１
９
９
４
年

■
高
田
勇
知
事
４
選

■
湯
江
郵
便
局
新
築
落
成

■
松
本
サ
リ
ン
事
件

■
向
井
千
秋
さ
ん
が
宇
宙
へ
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平成    年～    年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

平
成
７
年
４
月
、
学
校
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ
、

第
２
・
第
４
土
曜
日
が
休
校
に
。

同
月
、
古
賀
町
長
が
３
選
。

平
成
８
年
、
町
制
施
行
か
ら
３０
周
年
を
迎
え
る
。

▲平成７年（１９９５）山茶花高原ピクニックパーク香りの庭園が完成

▲平成８年（１９９６）香りの館が完成

�
平
成
７
年（
１
９
９
５
）多

良
岳
広
域
基
幹
林
道
が
大

村
ま
で
開
通

［写真上］昭和４０年（１９６５）頃の舟津通り（小川原浦）
［写真下］平成１６年（２００４）

舟津付近
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▲平成８年（１９９６）町制３０周年記念ポスター

▲平成８年（１９９６）町制施行３０周年記念式典

▲平成８年（１９９６）ＪＲ九州が「肥前山口～諫早
間」を経営分離区間と表明

１
９
９
５
年

■
阪
神
淡
路
地
方
に
直
下
型
大
地

震
発
生

■
東
京
地
下
鉄
で
サ
リ
ン
事
件

■
諫
早
湾
干
拓
北
部
排
水
樋
門
竣

工
式

１
９
９
６
年

■
県
央
新
倉
屋
敷
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
落
成

■
諫
早
北
高
森
林
組
合
事
務
所
貯

木
場
竣
功
落
成

■
佐
賀
・
長
崎
県
で
「
世
界
�
の

博
」
開
催

■
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ－

１
５
７
発

生

当時の出来事

平
成
７
年（
１
９
９
５
）

●
小
長
井
町
総
合
計
画
（
後
期
基

本
Ｈ
８
〜
１２
年
）
策
定

●
長
里
小
学
校
特
別
教
室
棟
竣
功

●
小
長
井
本
港
（
築
切
）
の
完
成

に
よ
る
本
格
利
用

●
第
２
分
団
消
防
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
落
成

●
新
田
原
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
落
成

●
尾
ノ
上
地
域
農
業
拠
点
施
設

（
公
民
館
）
落
成

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
希
望

園
」
起
工
式

●
広
川
良
ミ
ニ
ダ
ム
完
成

●
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
起
工

●
山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー

ク
入
場
２
０
０
万
人
達
成

●
町
制
施
行
３０
周
年
記
念
式
典

●
牧
地
区
に
マ
イ
ホ
ー
ム
型
町
営

住
宅
９
戸
完
成

●
古
賀
忠
臣
氏
が
町
長
３
選

●
牧
グ
ラ
ウ
ン
ド
簡
易
照
明
つ
き

で
新
装

●
小
長
井
駐
在
所
落
成

●
多
良
岳
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
（
広

域
基
幹
林
道
）
大
村
ま
で
開
通

●
風
力
発
電
試
験
実
施
地
と
し
て

山
茶
花
高
原
が
九
州
１
号
で
選

定
さ
れ
る
。

平
成
８
年（
１
９
９
６
）

●
県
営
多
目
的
船
津
ダ
ム
の
工
事

用
道
路
開
設

●
山
茶
花
高
原
ハ
ー
ブ
園
「
香
り

の
館
」
落
成
オ
ー
プ
ン
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平成    年～  　 年�

町
は
発
展
を
重
ね
、
成
熟
に
向
け
て
更
に
施
策
が
進
め
ら
れ
る
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
た
福
祉
施
設
の
誘
致
、
風
力
発
電
施
設
導

入
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
採
石

問
題
解
決
の
た
め
の
住
民
条
例
の
制
定
な
ど
…
…

▲平成９年（１９９７）小長井希望園が落成

�
平
成
９
年（
１
９
９
７
）町
営
住
宅
田

原
団
地
が
完
成
。
建
設
大
臣
表
彰
を

受
賞

�
平
成
９
年（
１
９
９
７
）山
茶
花

高
原
に
航
空
機
館
が
オ
ー
プ
ン

▲平成９年（１９９７）産業振興センターがオープン
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●１平成１０年（１９９８）遠竹小体育館の落成を祝

う区民

●２平成１０年（１９９８）耐震対策の為役場庁舎を

改修

●３平成９年（１９９７）ミス山茶花が赤米を収穫

●４平成１０年（１９９８）漁協直売所オープン

●５平成１０年（１９９８）風車１号機を設置

▲平成１０年（１９９８）第１回九州地区押花コンクール開催

平
成
９
年（
１
９
９
７
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
小
長

井
希
望
園
」
が
竣
工
落
成

●
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

●
山
茶
花
高
原
光
の
丘
広
場
に

「
航
空
機
館
」
が
オ
ー
プ
ン

●
伝
統
的
な
木
造
住
宅
に
よ
る
町

営
住
宅
田
原
団
地
が
完
成

●
田
原
団
地
が
建
設
大
臣
表
彰
を

受
賞

●
清
水
開
拓
５０
周
年
記
念
祝
賀
会

開
催

●
古
代
米
の
赤
米
栽
培
開
始

平
成
１０
年（
１
９
９
８
）

●
山
茶
花
高
原
の
風
力
発
電
試
験

で
「
設
置
・
運
転
」
が
採
択

●
遠
竹
小
学
校
体
育
館
が
完
成

●
国
道
２
０
７
号
沿
い
に
小
長
井

町
漁
協
直
売
店
が
オ
ー
プ
ン

●
役
場
庁
舎
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
山
茶
花
高
原
風
力
発
電
機
、
本

格
稼
動
開
始

●
採
石
場
新
設
な
ど
の
賛
否
を
問

う
「
住
民
投
票
条
例
」
が
可
決

１
９
９
７
年

■
消
費
税
５
％
ス
タ
ー
ト

■
神
戸
児
童
連
続
殺
傷
事
件

■
香
港
返
還

■
ダ
イ
ア
ナ
元
妃
事
故
死

１
９
８
８
年

■
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

■
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通

■
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
始
動

■
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
暴
動
、
ス
ハ

ル
ト
大
統
領
辞
任

■
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
日
本
代
表
初

出
場

■
小
渕
内
閣
発
足

■
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発
射

■
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
軍
、
イ

ラ
ク
空
爆

当時の出来事

１

２

５ ４ ３
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平成  　 年～  　 年�

小
長
井
今
昔
写
真
�

採
石
場
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
次
の
行
政
施
策
を
展
開
。

情
報
公
開
条
例
、
ま
ち
づ
く
り
住
民
参
加
条
例
、
環
境
及
び
景

観
保
全
条
例
の
制
定
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
に
各
地
か
ら
視

察
者
を
迎
え
る
。

▲平成１１年（１９９９）文化ホール開館

▲平成１２年（２０００）たらみ小長井工場を誘致、フルーツバス停を設置

�平成１１年（１９９９）太良町と
合同開催のさざんか学童
駅伝大会

［写真上］昭和４０年（１９６５）頃小長井駅
［写真下］平成１６年（２００４）

小長井駅
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●１平成１１年（１９９９）航空写真

●２平成１２年（２０００）中山間地直接支払制度開

始

●３平成１１年（１９９９）舟津ダム定礎式

●４平成１２年（２０００）オフロードカーオープン

●５平成１１年（１９９９）地域振興券交付

●６平成１２年（２０００）風車２号機建設

２

６ ５ ４ ３

１
９
９
９
年

■
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
ユ
ー
ゴ
空
爆

■
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
国

内
初
の
人
工
ふ
化
に
成
功

■
羽
田
発
千
歳
行
き
全
日
空
機
が

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

■
ト
ル
コ
北
西
部
で
強
い
地
震
、

死
者
１
万
人
以
上

■
台
湾
で
大
地
震
、
死
者
２
千
人

以
上

■
自
自
公
連
立
内
閣
発
足

２
０
０
０
年

■
阪
神
淡
路
大
震
災
５
周
年
犠
牲

者
追
悼
式
典

■
有
珠
山
が
２３
年
ぶ
り
に
噴
火

■
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
で
プ
ー
チ

ン
氏
当
選

■
森
内
閣
発
足

■
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

■
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

２
０
０
１
年

■
静
岡
県
焼
津
付
近
の
上
空
で
日

航
機
同
士
が
ニ
ア
ミ
ス
事
故

■
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ブ
ッ
シ
ュ

氏
が
就
任

■
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
沖
で
ア
メ

リ
カ
海
軍
原
子
力
潜
水
艦
と
宇

和
島
水
産
高
校
の
実
習
船
が
衝

突
■
小
泉
内
閣
発
足

■
ネ
パ
ー
ル
国
王
夫
妻
が
王
宮
内

で
射
殺

■
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

■
雅
子
妃
殿
下
、
内
親
王
殿
下
ご

出
産

当時の出来事

１

平
成
１１
年（
１
９
９
９
）

●
黒
仁
田
地
区
に
小
長
井
東
部
地

区
活
性
化
施
設
が
完
成

●
本
町
で
の
地
域
振
興
券
の
交
付

ス
タ
ー
ト

●
ふ
る
さ
と
林
道
山
茶
花
線
の
開

通
を
記
念
し
、
太
良
町
と
合
同

で
「
さ
ざ
ん
か
学
童
駅
伝
大

会
」
を
開
催

●
１０
代
町
長
に
古
賀
忠
臣
氏
が
４
選

●
採
石
場
の
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
を
実
施
。投
票
率
は
６７
・
７５
％

で
、
賛
否
の
結
果
は
ほ
ぼ
拮
抗

●
船
津
ダ
ム
の
定
礎
式
を
実
施

●
小
長
井
文
化
ホ
ー
ル
開
館

平
成
１２
年（
２
０
０
０
）

●
た
ら
み
小
長
井
工
場
竣
工
式

●
釜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

が
完
成

●
環
境
及
び
景
観
保
全
条
例
と
町

づ
く
り
町
民
参
加
条
例
の
施
行

●
町
づ
く
り
町
民
参
加
条
例
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
を
公
布

●
山
茶
花
高
原
風
力
発
電
施
設

（
２
号
機
）
稼
動

●
長
里
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事

完
成

平
成
１３
年（
２
０
０
１
）

●「
多
良
街
道
」
道
標
の
碑
建
立

●
長
崎
県
採
石
場
所
在
市
町
村
協

議
会
発
足
、
古
賀
町
長
が
会
長

に
就
任

●
定
例
議
会
で
初
の
日
曜
議
会
開
催

●
山
茶
花
高
原
に
オ
フ
ロ
ー
ド

カ
ー
オ
ー
プ
ン

●
１
回
目
の
町
民
い
こ
い
の
日
実

施
●
広
域
農
道
多
良
岳
南
部
第
２
地

区
全
線
開
通

●
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
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平成  　 年～  　 年�

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
完
成
、
下
水
道

施
設
も
一
部
供
用
開
始
さ
れ
、
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
が
進

む
。

一
方
、
県
央
地
区
で
は
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
が
、
議
論

が
進
む
な
か
将
来
像
を
案
じ
て
小
長
井
町
は
脱
退
を
議
決
す
る
。▲平成１４年（２００２）合併協議会の開催

�
平
成
１５
年（
２
０
０
３
）市
町
村
合

併
地
区
別
懇
談
会
を
開
催

�
平
成
１５
年（
２
０
０
３
）住
民
投
票
条
例

制
定
の
住
民
請
求

▲平成１４年（２００２）風車３号機完成
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●１平成１４年（２００２）水門開放絶対反対総決起
大会

●２平成１４年（２００２）下水道管渠埋設工事着手
●３平成１５年（２００３）GIS システム稼動開始
●４平成１５年（２００３）地域イントラネット基盤
整備事業完成

●５平成１５年（２００３）住民投票条例修正案可決
●６平成１５年（２００３）第４７回九州実業団相撲選
手権

�
平
成
１５
年（
２
０
０
３
）新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

平
成
１４
年（
２
０
０
２
）

●
地
方
自
治
の
治
績
に
対
し
、
全

国
町
村
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

●
県
央
地
区
一
市
四
町
合
併
協
議

会
設
置
、
７
月
か
ら
一
市
五
町

に
●
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
動
開
始

●
船
津
ダ
ム
完
成
式

●
水
門
開
放
絶
対
反
対
住
民
総
決

起
大
会

平
成
１５
年（
２
０
０
３
）

●
風
力
発
電
施
設
３
号
機
竣
工
式
。

●
本
町
初
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

認
定
証
交
付
。

●
新
小
長
井
�
世
紀
館
完
成
。

●
下
水
道
処
理
施
設
完
成
。
長
里

地
区
か
ら
一
部
供
用
開
始

●
地
籍
活
用
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
稼
動
開
始
。

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
本
格
稼
動
開
始
。

●
１１
代
町
長
に
古
賀
忠
臣
氏
が
５

選
●
住
基
ネ
ッ
ト
第
２
次
サ
ー
ビ
ス

開
始
。

●
合
併
協
議
会
脱
退

●
住
民
投
票
条
例
修
正
案
可
決

２
０
０
２
年

■
東
京
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興

支
援
国
際
会
議
が
開
催

■
ユ
ー
ロ
紙
幣
と
硬
貨
、
Ｅ
Ｕ
１２

ヶ
国
で
流
通
開
始

■
日
朝
首
脳
会
談

当時の出来事
２
０
０
３
年

■
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣

■
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
集
団
発
生

■
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
会
社
更
生
法

申
請

１２４

５

６ ３
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住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、

「
す
ぐ
に
合
併
」
が
過
半
数
を
占
め
る
。

古
賀
町
長
は
辞
職
、
山
下
町
長
が
無
投
票
で
当
選
。

一
市
五
町
で
の
合
併
協
議
を
再
開
し
、
県
央
地
区
一
市
五
町
の

合
併
が
決
定
。
平
成
十
七
年
三
月
、
諫
早
市
小
長
井
町
と
な
る
。▲市町村合併の調印がなされる

【
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
】

３
月
２５
日
第
１９
回
合
併
協
議
会

か
ら
本
町
も
再
び
協
議
会
に
加
入

し
、
１
市
５
町
で
再
出
発
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
２８
日
の

合
併
協
定
調
印
式
を
経
て
、
関
係

市
町
で
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、

合
併
関
連
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。５

月
１７
日
に
は
、
１
市
５
町
の

首
長
、
議
長
こ
ぞ
っ
て
知
事
に
廃

置
分
合
申
請
書
を
提
出
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
６
月
２３
日
に
県

知
事
よ
り
、
合
併
決
定
書
の
交
付

を
受
け
、
７
月
上
旬
に
は
、
県
知

事
か
ら
、
総
務
大
臣
へ
届
出
、
告

示
な
ど
一
連
の
手
続
き
が
な
さ
れ
、

平
成
１７
年
３
月
１
日
、
ひ
と
が
輝

く
創
造
都
市
・
諫
早
を
都
市
像
と

す
る
、
新
「
諫
早
市
」
が
誕
生
の

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
紆
余
曲
折
は
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
偏
に
町
民
皆

様
方
の
ご
理
解
と
、
合
併
協
議
会

委
員
、
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に
、

関
係
者
各
位
の
ご
努
力
の
賜
で
あ

り
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

新
市
発
足
ま
で
の
限
ら
れ
た
期

間
の
中
で
、
町
民
皆
様
の
た
め
の

合
併
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
こ

れ
ま
で
の
基
本
構
想
や
基
本
計
画

を
引
き
継
ぎ
、
整
合
性
の
あ
る
一

貫
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
残
さ
れ
た
合
併
協
定
項
目

の
具
体
的
調
整
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。▲田代団地が完成（１６年２戸、１７年４戸）

�
大
久
保
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
竣
工
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●１市町村合併住民説明会を開催

●２経塚の地上標識が発見される

●３下水道汚泥処理施設完成

●４市町村合併の意思を問う住民投票の実施

▲県広報コンクールで最優秀賞を受賞

平
成
１６
年（
２
０
０
４
）

●
合
併
に
つ
い
て
の
意
思
を
問
う

住
民
投
票
、「
す
ぐ
に
合
併
」

が
過
半
数

●
古
賀
町
長
辞
職
。
５
期
１７
年
間

の
大
役
を
退
任

●
１２
代
町
長
に
山
下
勝
紀
氏
が
初

当
選
。
３
月
１
日
か
ら
就
任

●
県
央
地
区
一
市
五
町
合
併
協
定

調
印
式

●
小
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式

●
健
康
セ
ン
タ
ー
建
設
着
工

●
山
茶
花
高
原
に
観
覧
車
建
設
着

工

１

３

２４

２
０
０
４
年

■
５９
年
ぶ
り
に
戦
地
へ
派
兵

■
新
札
発
行
、
千
円
は
野
口
英
世
、

５
千
円
は
樋
口
一
葉

■
ア
テ
ネ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
、
第
１
回
大
会
（
１
８
９
６

年
）
以
来
１
０
８
年
ぶ
り

■
新
潟
中
越
地
震
発
生

■
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド

洋
津
波
発
生

当時の出来事



小
長
井
史

歴
代
村
長
町
長

初
代
村
長
就
任
か
ら
１
１
６
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

小
長
井
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
歴
代
の
村
長
、
町
長
。

平
成
２
年
に
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

田川九郎助氏
５代村長

明治３６年１２月２２日～明治３７年８月２９日
（小川原浦）

宇野右馬之進氏
２代・６代・１０代村長

明治２６年５月１３日～明治３０年５月１２日
明治３７年９月１６日～明治３８年３月２７日
明治４５年１月１２日～大正２年５月２５日

（小川原浦）

佐藤 覚氏
７代村長

明治３８年５月１０日～明治４０年３月２１日
（井 崎）

増山文之助氏
３代村長

明治３０年５月１３日～明治３４年５月１２日
（牧）

古賀�太郎氏
８代村長

明治４０年４月１７日～明治４０年１２月２０日
（井 崎）

赤司 傳吉氏
４代・１１代・１２代・１４代村長

明治３４年５月２７日～明治３６年１１月１８日
大正２年６月７日～大正１０年４月５日
大正１１年８月２５日～大正１５年８月２４日

（大久保）

毎熊 敬一氏
初代村長

明治２２年５月１１日～明治２６年５月１０日
（田 代）
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古賀 忠臣氏
７代・８代・９代・１０代・１１代町長
昭和６２年４月２８日～平成１６年１月３１日

（井崎、小川原浦）

古賀 鼎三氏
１９代・２０代・２２代村長

昭和１６年１月１９日～昭和１６年９月１９日
昭和１７年７月１０日～昭和１８年５月３０日
昭和１９年８月１０日～昭和２０年１１月１５日

（井 崎）

古賀 正偉氏
９代村長

明治４１年１月７日～明治４５年１月６日
（舟 津）

山下 勝紀氏
１２代町長

平成１６年３月１日～平成１７年２月２８日
（小川原浦）

古賀 �郎氏
２４代・２５代・２６代・２７代・
２８代村長・初代町長

昭和２２年４月８日～昭和４１年１０月３１日
昭和４１年１１月１日～昭和４２年３月８日

（井 崎）

田川 道英氏
１３代・１５代・１６代・１７代・２３代村長
大正１０年５月４日～大正１４年５月６日
大正１５年９月２日～昭和１３年９月１日
昭和２０年１２月２９日～昭和２１年１０月２４日

（小川原浦）

松尾 菊馬氏
臨時村長代理

※昭和１６年９月２０日～昭和１７年７月９日

吉川 敏�氏
２代・３代・４代・５代・６代町長
昭和４２年４月２８日～昭和６２年４月２７日

（小川原浦）

佐藤 常治氏
１８代・２１代村長

昭和１３年９月２日～昭和１６年１月８日
昭和１８年５月３０日～昭和１９年７月１２日

（井 崎）

池田 芳信氏
町長代理

平成１６年２月１日～平成１６年２月２９日
（遠 竹）
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歴
代
議
会
議
長

中村弥三郎氏
第１４代

平成３年５月～平成６年６月

小溝 太氏
第１３代

昭和６２年５月～平成３年４月

山口 澤輝氏
第１２代

昭和６０年５月～昭和６２年４月

森 藤治氏
第１１代

昭和５８年５月～昭和６０年５月

佐藤 常治氏
第７・８・９代

昭和４２年５月～昭和５４年４月

清水 三義氏
第１６代

平成７年５月～平成８年１２月

北村多喜男氏
第１７代

平成９年２月～平成１１年４月

本多 正�氏
第１５代

平成６年６月～平成７年４月

鏡 初孝氏
第１０代

昭和５４年５月～昭和５８年４月

森 鼎氏
第５・６代

昭和３４年５月～昭和４２年４月

原 安弘氏
第１８代

平成１１年５月～

黒木 繁観氏
第３・４代

昭和２６年５月～昭和３４年４月

新宮八五郎氏
第１代

昭和２２年５月～昭和２２年８月

矢竹太次郎氏
第２代

昭和２２年８月～昭和２６年４月
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議会

行政

岩崎 稔氏
教育長

土井 勝義氏
助 役

赤� 光善氏
副議長

原 安弘氏
議 長

山下 勝紀氏
町 長
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H
ISTO

RY of H
eartful K

O
N

A
G

A
I

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
の
災
害
特
集
号
を
経
て
公
民
館
報
の
第
一
号
を
発
刊
し
、

広
報
こ
な
が
い
は
五
百
二
十
号
を
数
え
ま
し
た
。

こ
の
四
十
六
年
の
広
報
誌
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

No.53

1963.12
（Ｓ３８）

No.34

1962.5
（Ｓ３７）

No.24

1961.5
（Ｓ３６）

No.15

1960.6
（Ｓ３５）

No.9

1959.11
（Ｓ３４）

No．１

１９５８．１１

No．３３

１９６２．４

No．１１

１９６０．１
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No.100

1968.7
（Ｓ４３）

No.90

1967.7
（Ｓ４２）

No.79

1966.5
（Ｓ４１）

No.67

1965.3
（Ｓ４０）

No.63

1964.11
（Ｓ３９）

No．８４

１９６６．１０

No．８５

１９６６．１１

No．９４

１９６７．１２

No．６２

１９６４．９
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No.152

1973.11
（Ｓ４８）

No.138

1972.5
（Ｓ４７）

No.128

1971.6
（Ｓ４６）

No.121

1970.11
（Ｓ４５）

No.108

1969.6
（Ｓ４４）

No．１２５

１９７１．４

No．１１６

１９７０．３No．１５３

１９７４．１

No．１４２

１９７２．１１

No．１０７

１９６９．４

No．１３３

１９７２．３
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No.205

1978.11
（Ｓ５３）

No.194

1977.12
（Ｓ５２）

No.177

1976.6
（Ｓ５１）

No.168

1975.7
（Ｓ５０）

No.155

1974.3
（Ｓ４９）

No．１５７

１９７４．６

No．１５６

１９７４．４

No．１６１

１９７４．１０

No．１８９

１９７７．７

No．１８０

１９７６．１０
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No.258

1983.4
（Ｓ５８）

No.233

1981.3
（Ｓ５６）

No.222

1980.4
（Ｓ５５）

No.214

1979.8
（Ｓ５４）

No．２３５

１９８１．５

No．２６５

１９８３．１１

No．２１６

１９７９．１０

No．２４２

１９８１．１２

No．２１５

１９７９．９

No.249

1982.7
（Ｓ５７）
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No.318

1988.4
（Ｓ６３）

No.303

1987.1
（Ｓ６２）

No.300

1986.10
（Ｓ６１）

No.289

1985.11
（Ｓ６０）

No.272

1984.6
（Ｓ５９）

No．３１１

１９８７．９

No．２６８

１９８４．２

No．２７１

１９８４．５

No．３２０

１９８８．６

57



No.422

1996.12
（Ｈ８）

No.403

1995.5
（Ｈ７）

No.363

1992.1
（Ｈ４）

No.343

1990.5
（Ｈ２）

No.331

1989.5
（Ｈ元）

No．３７０

１９９２．８

No．３８７

１９９４．１

No．４１５

１９９６．５

No．３３１

１９８９．５
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No.515

2004.9
（Ｈ１６）

No.506

2003.12
（Ｈ１５）

No.491

2002.9
（Ｈ１４）

No.461

2000.3
（Ｈ１２）

No.438

1998.4
（Ｈ１０）

No．４４８

１９９９．２

No．５００

２００３．６

No．４７０

２０００．１２

No．５１３

２００４．７ No．４４４

１９９８．１０
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フォトコンテスト�

高
塚

太
喜
（
諫
早
市
）

「
山
茶
花
高
原
」

「アサリ漁」小山 保則（長崎市） 「山里の稲刈り」
中原 直樹（柳川市）

「心の愛」
本多康一郎（国見町）

「菜の花満開」
楠本 邦博（大村市）

「タコ揚げ大会」
楠本 哲夫（大村市）

「バスをまつ子供ら」
問屋 藤男（久留米市）
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フォトコンテスト�

「秋たけなわ」
長浦 敏雄（佐世保市）

「初夏の山茶花道」永野 弘（愛野町）

「秋の写心」本多康一郎（国見町）

「朝日がのぼる」中原 直樹（柳川市）

「夜に映える大橋」西村 誠一（諫早市）

「
香
り
の
館
」

藤
本

彰
（
佐
世
保
市
）

「花園」
津田 宏二（時津町）
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フォトコンテスト�

「
さ
ざ
ん
か
の
森
」

「早春のバス停」
永野 弘（愛野町）

「おいしそうなイチゴ」
小山 保則（長崎市）

中原 直樹（柳川市）

「菜の花の咲く高原」
楠本 邦博（大村市）

「楽しい凧揚げ」
中村ひとみ（佐世保市）

「朝の漁場」藤岡 隆幸（諫早市）

「いい顔して」山北 紘子（佐世保市）
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フォトコンテスト�

「兄弟」
田端 和光（佐世保市）

「ジャパニーズ・チアガール」
小山 保則（長崎市）

「
雪
晴
れ
の
高
原
」

松
本

誠
（
多
良
見
町
）

「ハーブ咲く城」
中原 直樹（柳川市）

「潮干狩り（鬼の泣く浜）」
高塚 太喜（諫早市）

「バス待ち」
永目 昇（諸富町）

「高原を走るモノレール」手島 幸子（唐津市）
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小
長
井
町
賛
歌

坂
の
ま
ち
、夢
の
ま
ち

作
詩
◎
島
田
陽
子

作
曲
◎
池
田
八
声

一
、
た
た
ず
め
ば

有
明
の
海
が
見
え

歩
け
ば

き
ら
め
く

海
へ
向
か
う

小
長
井
は

坂
の
ま
ち

こ
み
ち

石
垣

美
し
い
小
径
で

ひ
と
は
明
る
く

言
葉
を
か
わ
す
よ

あ
あ

ふ
る
さ
と

小
長
井

こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ

こ
の
ま
ち
で
生
き
る

べ
に

二
、
高
原
に

山
茶
花
の
紅
冴
え
て

お
が
た
ま

川
辺
に

白
く
咲
く
よ

小
長
井
は

花
の
ま
ち
か

み
か
ん
の

甘
い
香
に

つ
つ
ま
れ

ひ
と
は
優
し
く

心
を
か
よ
わ
す

あ
あ

ふ
る
さ
と

小
長
井

こ
の
ま
ち
を
愛
し

こ
の
ま
ち
を
歌
う

三
、
太
陽
は

燃
え
な
が
ら

海
を
染
め

不
知
火

あ
や
し
く

海
を
飾
る

小
長
井
は

夢
の
ま
ち

み
ん
な
で

手
を
つ
な
ぎ

進
め
ば

ひ
と
は
輝
く

あ
し
た
に
会
え
る
よ

あ
あ

ふ
る
さ
と

小
長
井

こ
の
ま
ち
を
信
じ

こ
の
ま
ち
で
燃
え
る

小
長
井
音
頭

作
詩
◎
島
田
陽
子

作
曲
◎
池
田
八
声

た

ら

一
、
多
良
の
山
な
み

び
ょ
う
ぶ
に
立
て
て

海
へ
扇
を

ひ
ら
く
ま
ち

し
ら
ぬ

ひ

海
は
有
明

不
知
火
燃
え
て

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

よ
い
と
こ
ろ

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

沖
の
雲
仙

見
て
暮
ら
す

い

し

二
、
帆
崎
石
の
肌
さ
え

ほ
の
か
に
染
め
て

海
に
真
っ
赤
な

陽
が
の
ぼ
る

香
り
ゆ
か
し
い

お
が
た
ま
の
木
の

白
い
花
に
も

陽
が
映
え
る

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

ひ
と
の
こ
こ
ろ
も

春
の
色

三
、
あ
さ
り

た
い
ら
ぎ

シ
ャ
ッ
カ
の
味
に

忘
れ
ら
れ
な
い

む
つ
ご
ろ
う

夏
は
き
ん
し
ゃ
い

カ
ン
テ
ラ
ゆ
れ
て

ひ

ビ
ッ
シ
取
る
浜

灯
の
ま
つ
り

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

海
の
恵
み
が

あ
ふ
れ
て
る

い
ざ
き

ふ
り
ゅ
う

四
、
日
本
一
な
ら

井
崎
の
浮
立

笛
も
見
事
な

ま
っ
こ
み
よ

め
し
ま

目
島
く
ん
ち
で

に
ぎ
わ
う
頃
は

み
か
ん
娘
も

お
年
頃

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

宝
つ
た
え
て

花
咲
か
す

さ
ざ
ん
か

ば

る

五
、
眺
め
は
る
か
な

山
茶
花
高
原
で

え
が描

く
み
ん
な
の

若
い
夢

な

牛
が
啼
い
て
る

緑
の
ま
ち
は

寄
せ
る
笑
顔
で

伸
び
て
ゆ
く

ほ
ん
な
こ
て

よ
か
よ
か

小
長
井
町
は

ま
い
お
う
ぎ

明
日
へ
ひ
ら
い
た

舞
扇



小
長
井
町
民
憲
章

私
た
ち
の
小
長
井
町
は
、
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
人
情
と
先
人
の
偉
業
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
郷
土
を
愛
し
限
り
な
い
発
展
と
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

こ
こ
に
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
愛
し
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
健
康
で
明
る
い
清
潔
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
教
養
を
高
め
、
勤
労
に
励
み
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
健
全
な
若
い
力
を
育
て
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
老
人
を
う
や
ま
い
、
心
豊
か
な
あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

写
真
提
供
者
一
覧
〈
ア
イ
ウ
エ
オ
順
〉

－

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た－

池

田

榮

二
様

内

田

恒

美
様

小

林

美
由
紀
様

小

柳

敏

之
様

田

川

大
三
良
様

田

崎

保

時
様

谷

口

青

治
様

谷

口

増

幸
様

永

渕

高

信
様

原

一

幸
様

福

田

敦

子
様

前

田

晴

幸
様

馬

渡

廣

雄
様

森

ア
サ
ノ
様

山

口

力
様

小
長
井
町
閉
町
記
念
誌

小
長
井
伝
承

平
成
１７
年
２
月
１
日

発
行
●
小
長
井
町
役
場

長
崎
県
北
高
来
郡
小
長
井
町
小
川
原
浦
名
５
０
０

電
話（
０
９
５
７
）３４－

２
１
１
１

編
集
●
企

画

振

興

課

印
刷
●
�
昭

和

堂

長
崎
県
諫
早
市
長
野
町
１
０
０
７－

２

電
話（
０
９
５
７
）代
表
２２－

６
０
０
０



長崎県小長井町�

長
崎
県
小
長
井
町�

小
長
井
伝
承 

◎ 

小
長
井
町
閉
町
記
念
誌�

伝
え
た
い
記
憶
、
残
し
た
い
風
景
。�

長崎県小長井町�
この記念誌は、voc（揮発性有機化合物成分）ゼロの100%
大豆油と、古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

さ  ざ ん  か �

表紙の上の写真は昭和１７年（１９４２）７月、
村立小長井国民学校初等科６年男子

表紙の下の写真は平成１６年（２００４）１０月、
小長井小学校６年のみなさん

背は６mm決定小長井記念誌 CMYK 稲 〃 山本

【町章】

町章は小長井を図案化したもので、頂点の「▲」は、小長
井の地形を表し、これを中心として「長井」が、がっちりと
組み合って一体融和を表現しています。

【町の花】

寒季に咲くこの可憐な花は、古くより人々の心をとらえてき
ました。私たちの祖先が親しんできたこの花が本町では
山茶花の地名にもなり、岳の新太郎さんの歌にも唄われ、
本町住民に最もなじみ深い花になっています。

【町の木】

モクレン科の常緑高木で、春先にやや紫色を帯びた白
色の花をつけ、芳香を放つ古今伝授三木のひとつ。「小
長井のオガタマノキ」は、樹齢１，０００年以上、樹周９�の
全国屈指の大木で国の天然記念物に指定されており、
本町を代表する木として親しまれています。
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